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2026 年 6 月 8 日 
環境社会配慮助言委員会委員長 原嶋 洋平 
担当ワーキンググループ主査 二宮 浩輔 

 
【追加 WG】カンボジア国国道 1 号線・メコン架橋整備事業 

（協力準備調査（有償）） 
スコーピング案に対する助言 

 
 
助言案検討の経緯 
ワーキンググループ会合 
・日時：2026 年 5 月 29 日(金) 13:57～16:28 
・場所：JICA 本部（2 階 202 会議室）及びオンライン 
・ワーキンググループ委員：石田委員、貝増委員、衣笠委員、二宮委員、林委員 
・議題：【追加 WG】カンボジア国国道 1 号線・メコン架橋整備事業（協力準備調査（有償））

に係るスコーピング案についての助言案作成 
・配付資料： 

1） 【事前配布資料】【追加 WG】カンボジア国国道 1 号線・メコン架橋整備事業（協

力準備調査（有償））SC 案 
2） 回答表 

・適用ガイドライン：国際協力機構環境社会配慮ガイドライン（2022 年 1 月） 
 
全体会合（第 179 回委員会） 
・日時：2026 年 6 月 8 日(月) 14:00～17:17 
・場所：JICA 本部（2 階 202 会議室）及びオンライン 
 
上記の会合にて助言を確定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 2 

助言 
全体事項 
1. サムナップ湿地に生息する鳥類、哺乳類への影響として、供用後の交通増加による騒音

や振動、夜間の照明等による生息環境の変化、および水鳥の餌となる動植物の生息地の

埋め立て等による分断や消滅など、鳥類・哺乳類の生息を取り巻く周辺環境も含めると

ともに、乾季と雨季の違い（冠水による生態系の変化など）に留意しつつ調査しその結

果を DFR に記述すること。 
  

社会配慮 
2. 新たな計画での被影響住民に対して住民説明を追加で行う予定であることから、その

経緯について DFR に記述すること。 
 

以 上 


